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し
て
、
惰
代
府
兵
制
の
寅
態
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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八
尾
師

誠

タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
、
立
熊
羊
命
、
石
油
園
有
化
闘
争
、
今
次
「
イ

ス
ラ
l
ム
革
命
」
と
繍
く
、
イ
ラ
ン
近
現
代
史
の
展
開
過
程
に
お
け
る
大
衆
的

政
治
闘
争
の
高
揚
期
に
、
ウ
ラ
マ
ー
が
果
し
た
政
治
的
役
割
り
、
就
中
そ
の
大

衆
指
導
力
及
び
闘
争
の
決
定
的
局
面
へ
の
園
民
の
大
衆
動
員
に
示
し
た
彼
ら
の

比
類
な
き
力
量
と
影
響
力
は
、
イ
ラ
ン
近
現
代
史
の
特
徴
的
側
面
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
も
多
く
の
研
究
者
の
関
心
を
集
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
イ
ス
ラ

l
ム
的
政
治
思
想
の
停
統
と
、
西
欧
流
立
憲
思
想
の
交
錯
、
相
克
が
現
質
化

し
、
激
し
い
政
治
闘
争
を
惹
起
す
る
過
程
で
、
ウ
ラ
マ

l
の
政
治
闘
争
闘
輿
の

基
本
的
パ
タ

l
γ
が
形
成
さ
れ
る
立
憲
革
命
期
の
分
析
は
不
可
依
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ま
で
の
こ
の
時
期
に
関
す
る
論
考
の
多
く
は
、

ウ
ラ
マ

1
の
立
憲
制
概
念
理
解
を
め
ぐ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
分
析
に
終
始
し
て
い

た
。
そ
の
理
由
の
一
端
は
史
料
的
制
約
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味

で
、
一
九
七
七
年
に
テ
ヘ
ラ
ン
で
刊
行
さ
れ
た
「
タ
ブ
リ

1
ズ
の
殉
教
者
セ
カ

ト
ル
・
エ
ス
ラ
l
ム
の
著
作
集
」
と
題
す
る
史
料
集
は
、
こ
の
時
期
の
立
憲
闘

争
の
頂
貼
を
な
す
タ
プ
リ

1
ズ
蜂
起
に
深
く
関
興
し
た
有
力
立
憲
涯
ウ
ラ
マ
ー

の
-
人
で
あ
る
セ
カ
ト
ル
・
エ
ス
ラ
l
ム
の
日
記
、
書
簡
、
論
文
(
円
。
印
刷
-
o
〉
を

網
羅
的
に
集
め
た
も
の
で
あ
り
、
従
来
の
研
究
の
閉
塞
伏
況
を
打
破
し
、
ウ
ラ

マ
ー
の
大
衆
指
導
の
貧
態
、
立
憲
闘
争
の
展
開
過
程
に
お
け
る
具
種
的
な
位
置

と
役
割
り
を
分
析
す
る
う
え
で
重
要
な
手
掛
り
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
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九
三
年
〉
に
よ
る
ア
イ
ユ

1
.フ
朝
の
創
始
と
イ
グ
タ

I
E
A剛
院
制
の
導
入
が
エ
ジ
プ
ト
史
に
新
し
い
時
代

を
開
く
端
緒
と
な
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
論
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
イ
ク
タ
i
制
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
セ
ル
ジ
ュ

1
ク
朝
の
停
統
を
引

く
ア
イ
ュ
l
プ
朝
の
イ
ク
タ
ー
は
、
そ
の
施
行
の
範
囲
が
エ
ジ
プ
ト
の
全
土
に

及
ん
だ
こ
と
、
イ
ク
タ
l
保
有
者

B
Z買
に
は
軍
事
奉
仕
の
義
務
が
課
せ
ら

れ
た
こ
と
、
ま
た
政
府
に
劃
す
る
納
税
義
務
は
菟
除
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
な
ど
の
貼
で
、
フ
ァ

1
テ
ィ
マ
朝
時
代
の
イ
タ
タ
ー
と
は
根
本
的
に
性
格
が

異
な
る
と
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
イ
グ
タ
l
授
輿
文
書
の
作
成
や
年
牧
高
(
イ
プ
ラ
〉
の
査
定
に
係
る

業
務
に
着
目
す
れ
ば
、
ア
イ
ユ

1
プ
朝
の
イ
ク
タ
ー
は
、
フ
ァ

1
テ
ィ
マ
朝
時

代
以
来
の
エ
ジ
プ
ト
に
固
有
な
官
僚
組
織
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら

か
と
な
る
。
こ
こ
で
は
ア
イ
ユ

1
プ
朝
時
代
の
イ
ク
タ

1
の
寅
態
を
ふ
ま
え
た

う
え
で
、
フ
ァ
l
テ
ィ
マ
朝
末
期
か
ら
ア
イ
ユ

1
プ
朝
時
代
の
初
期
に
か
け
て

生
き
た
宮
件
宮
口

E
の
寓
本
史
料
ハ
宮
古
冨
』

b
己
目
同

za』
冨
苔
〉
を

検
討
し
、
フ

7
1
テ
ィ
マ
朝
と
ア
イ
ユ

l
プ
朝
の
イ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
、
そ
の

共
通
貼
と
相
違
貼
と
を
明
ら
か
に
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
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